
 地域 用グ ー の ・研究活動と の成果 

１ 的 市 研究会 

（１） 的 市 研究会の活動  

 

 公  

 

研究会 、 研究 課題「 を る に 「 的

市 」創 の可能 に関する国際 」（ 研究（ 、一 ）、研究 、

年度）の 研究を進める めに ら ので る の研究 、一 市 への 合

に て な を る への よ 用の の に関する国際 を

的とし 研究を めるに 、 的な として「 的 市 」

を のよ に し 「一 市 」での に な を る に して、公

的な ・ ー スの を 生活への包 を す 市 と のが

の を持 のとして するので な かと とで る 的 市 と一

市 の関係 国によ て、 る の状況によ て で る 一 市

への包 セスのなかに ら る 的 市 ば、一 市 と

で に 続する 的 市 る 研究会で 、 国に る な

の 市 の を るとと に、 国に共 し 動 と の課題を らかにす

る とを 的とし  

の「 的 市 」 害 の 域と な し交 して る 国 害

の 国での とと に、 害 の「開か 市 」への包 が推進 て

とと に、 害 しを めら る ととな 、 が し 「 的 市

」 的に 一 市 のなかに包 る のとなる可能 て  

本年度の研究活動 、 のよ な問題 の共 の で 研究 が に国

の 地 を し、研究会に て ら を共 し 、「 的 市 」

をめ ての討論を進める で進めら 本年度 ４回の研究会を、 公開研

究会として開催し 研究会での報告 で るが、 の文 によ とめ

ので る  

 

第１回研究会 年 日（日）  文 交流  

報告１ 「フ ンラン の 害 と 」 

フ ンラン 北 国 としてスウ ー ンと同 、 の国に

る 国 害 年と 的に が、すでに 年に 害

に しな 別 が成 して 、政 に 全国 害 議会が と

な て ーマライ ーシ ンに んで に 害 ー スに関する

が 、 年 の を経て 治 に ー ナ ・アシスタンス 度の を
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務 て る  の ータによ ば、 害 の と日本と て めて

が、本 のニーズに によると考 ら る  

 年 の経済 況 来、 市 で な の を す とで社会

保 の を する の 害 の でな の 社会的問題を持

とな 、 害 と の で な 来から

が 年 に 、 に リ リ が 、一 市 に

る が て る  

 用 な が ター ットグ ー を 用する に （ 年）

環境 の が る 、ター ットグ ー を 用する ー

シ ・エンター ライズ（社会的 ） る に と同 の

が 、ター ットグ ー の （ による）の

とな て る の 合に に関して が ら て る  

 

報告２ 「社会的な と 政策 理論的 構 の めの 論」 

 「 的 市 」 、 生活への包 が 的のよ に思 るが、社会 的な

と考 る で、 を ー ー として報告する 日本で 「

」 から し が、 理的な が 、社会的承 を る とが

で る 理 と 合 とな て る 生活保 ・生活 、

ン、 課 ラ 等 の「 」として ら る  

 別に考 て る に て 、保 が に ら

る か、 課 ラ 、 の生活 、 等が る

に 地域 民の 流 に発展する可能 が る  

 に て 、生活保 のなかで のが る の

進 がよ 合 に るが、 ・行政・ 民による「 し 公共」によ

て 、社会 に を の 社会的な と る  

 のよ な「 」に関する理論的 を考 る ンズの「第 の 」で 、社会

国 と 発 に 、 的 本を 、ア な市民社会を る とし

て ら る しかし の考 、政 の政策 を ラン アを

ースとし のにシフト る が る で ラウ 、「社会的 国

マー 」で、社会への 、共生保 のコンセ トを して る で 「 ・

共 ・公 」の発 がな で な の めのア ターとして 、国・ 治 ・コ

ミュニ が の に て 的にかか て とになる ネット ー

に 政 の発 が に るが、ネット ー による ナンスが 能

して るのか か 問 大  

 の成 に関する政策 に て ば、 の 的 を し ら

とから、 で な 治 よ ー な ナンス で 用 て る と
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に する を進めて めに 、 の に関する を考 て

が る  

 

第２回研究会 年 日（日）  文 交流  

報告１ 「 行 に る一 市 への 合を し

に て」 

「 的 市 」を 的 用と一 市 の 的 と ると、一 の と同

等の で として活動する の が しに なる し 一

市 の に て公的 を活用し な を する のと とら

可能なので な か 日本で 年の 害 の で、 害 の

来の から、 継続 、 、 行 に

に を保 る ので るが、 の によ て て

る 規の 用 で 、 が社会 によ て て る

行 一 への 行を す の が、一 市 への 行 な かな

状況にと て る  

報告 都 の か の 行 でインタ ューを行 の か

同一の 会社が する ので、 発 害 、 合

の 行 を行 て る 一 の 害 用 へのマッ ング トレーニン

グ、同行 を として 、 年度から 害 が 害 に 可能とな

とによ （ し が ）、 ら の 行 のニーズ 大 な て る  

ら 行 での課題として 第一に、 で て とん が 社 で る

め、 リアアッ を め 、 ら めてし と と とで る の

として 年度から 行 のフォ ーアッ を行 て るが、

の 用 な 第 に、 の で 一日 、 日 度の にと

める とが し と と が、 用 に るの の

が めら ると とで る のよ な 合 への動 のニーズが大

なる  

 

報告２ 「 ・ 用の社会的 に する ー ・コミュニ ・ケイ

リ 研究の 」 

 な社会的 を が社会生活・ 生活を る で する問題に 、

的な社会的 が関 て る の社会的 に関する 行研究の 、 的

本・社会関係 本 に して るが、 ら「 本」の 成 で 問題 に がら

な よ に思 る 「 本」な し社会的 を活用しよ よ 社会生活・ 生活に

る めに 、 の に 能 が からで る 個 が ー スを用

て状 を するに 、 らを活用する行 ・状 の総 としてのケイ リ （
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能 ）が で る  

 ケイ リ ア ー 個 的な のとして が で るが、 年で

コレ ・ケイ リ グ ー ・ケイ リ と 検討 るよ に

な て て る の 流の で 、  

    （ ）と フレーム ー を用 て

る  

 報告 ら 行研究を て「 ー ・コミュニ ・ケイ リ 」の

を ・検討する ー な 政策・ 市 政策を考 る で、地域的な諸問題の社

会的 と、社会 へのア セスへの の 、社会関係 本の状況を総合的に

する とで、地域社会のケイ リ を しよ とする ので る  

 的に 、日 生活 域に る の と への 的ア セス、 状況

によるア セスへの 、個 を ポートし る 的 、行政 報を 報を

・理 するリ ラシーの状況を する の で、 な の 的・ 理的・

リ ラシー的状況に し を可能にする ー レ の 団的ケイ

リ の よ を て  

 

第３回研究会 年 日（日）  文 交流  

報告１ 「 イ に るイン ージ ン に関する 報告」 

 年よ 発 し 社会 第 によ て「包 」として な

合 に て 地 を行 包 と 、 市 で

の が な 度 害 を一 市 で る めの 的・経済的に し

（社会 ）で 、 度 害 を な と 用する（ し を

な ） で る て めから「一 市 」に て と 害 が共に

とな て 、 で 用 への ポート に ると で 「 的」

で る 包 、 用 未 成 への課 で る 課 を として、

経 、 別な 用の めの 成を る とがで る  

 訪問し 社 、 害 の なら 民 とし、 理 ウ

ンセリング、 、包 を 本 と、包 と 害 を す

る の 会社からなる（ 会社 ） 包 市 で一 の との

に る経 で る とが めら る 同社 、社会 、 、 からの

を るとと に、 活動を 保に めて る  

らに、 らを る包 ・行政・民 のネット ー が構 て る

のネット ー の一 を のが、全 イ 包 合（  ）の 会社で る

経 コン の 社（      ）で る

回 の 社 訪問し、同社が の経 に シス ム

に て る とがで によ ば、 に て包 が
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に らす 果と 用 ・ 等個 レ で で る 果を す 、包

的社会への 果としての を として る とが  

 

報告２ 公 「 市 政策と 害 の イ の を に」 

 害 の に ら 「生 ら 」を持 を社会生活・ 生活に包 して

政策 に 、 公的 の に発 を ー ス、 行政の

での 、 害 用・ 、の が して る に て 、

に生活 の で 害の を問 る 包 的社会的 の

が るよ にな て て るが、行政 の の が で るよ

に思 る のよ な状況に一 を るのが、国 害 と国際生活 能

で な か、と のが同報告の で る  

 の に 国の国 の進 状況 、 の 度 の 、

が で ば る が大 よ に ら る に問題となるの

の で る 第一に、 に る 害の が社会的 を ので ると

と の 害 に し で 、 来の 国 が として

めて 害の を るがす のとな る 第 に、 に ・ 用に て める

第 で、「開か 市 」への 害 の包 が て る とで る の と

、 来 国に て 害 の な の とな て 害 から一 市

へのシフトを する に らな が、 が 「包 」 、

ば に る包 的 へのシフトに 別 の を らして

る状況 る 「保 」から「包 」への政策的 の が めら て るので る

イ の国 が に し 害 に 全に 行するの 年と て 、

の な 議論 に る  

 

第４回研究会 年 日（日）  文 交流  

報告１ 山 一「 ・文 同ネット ー 報告」 

都 市に本 を 「文 ネット ー 」 、 日本 共生・

の社会的 で ら て る団 の と で 、同 のなかで らを「 的

の 」と規 して る 年に の の

・ を として が、 年に とな 、 を 大

て 、フリース ー 、 ーシ フ ーム、 ポス 等の に んで る  

「 ながら とを 」 グラム（ ン 、 、 ラ 等）が の

の と で 、研 と の を て る ば が ら レータを

用する とが で して る とが が、 を して る ラ に 研

に来て る が るが、 ・ を で める とがで ると

の と な て る  
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 を持てな を に 、生活の な し ス

ッ を んで 、 的・共生的な で る 研 報 で 、研 個別 を

行 、 の の進 等を めて を る を開 する め、「

ネット ー 」 て る 、 同 会の会 が し

ので、 でな 研 の 、 る トライア 用として を て

る を る めに を るネット ー が と と  

 ネット ー の ポス に 、 から な の に な て を

と て る 全国 会と ネット ー で て て、 年から 年

交流会 開催して る 生 ら を る を る なネット ー が ら

て る の にな て るのが の「 ネット ー 」で る  

 の と の に る 第一に、 の 、 、

と と 包括的な で ると と 第 に、 ながら とを と

と る 、 を発 するとと に、 を て を

る 第 に、 を る 同ネット ー の で る ネット ー

なしに 成 な 第 に、 でな 、 の を交

流するネット ー ると とで る  

 

報告２ 「 とケイ リ 「生 ら 」を する めの理論的

」 

 、 の 害 に 生 ら を を る とな るか

か、と とをケイ リ の から考 る の 的思 にケイ リ

ア ー （ 、 ）が る とが るが、 の議論で の

て る の一 として本報告で 、      

           

 を する  

と によ て 的な で るが、 害

への の 用の との関係に関する議論 にな てな るよ にな

し の に して る 本 的に政治的・理論的 か

らの 等 的 を問題にするのに し、 害を規 する めの

にす 、 かなる 的 の理論に関して 的な ので る 同論文で の

本 的な を で、 を 害に して 用する とによ て、 とのシナジー

果を らす可能 が ると 論 て る  

 と で の が なる とに が で る で 能

の 合を す として て るが、 で 成の可能 を

で ると とら て る  

 害に と社会 が 、 を 合する のと て る 能

─  22  ─



の でな 、活動 を行 での に て る ケイ リ での 害 、

社会 的な発 と で て る 、 環境 を 害 に ん

が て るが、しかし よ ケイ リ の が 的

で るとして る  

 で 個 の を発 すると を 視する から、 の が かに保

て るかを 視するが、 で の視 な ー で る め、規

が て な めで る し 害 に 規 る め、

とセットにな て めて規 的 を持 る の のに 、個 の

ー が て ら 、個 の の と 視 て な

、 で と社会環境が 別で な と 問題 る が環境 を る際、

個 が持 リ ースと社会が持 リ ースとを 別して な め、個 をと

の よ と社会 度とを 別しな ので る の な ー として

で るが、社会 度 インフラに関する規 的な で持 のでな とに が

で る  

 

報告３ 「 イ に る発 害 に する社会的 ： リン から」 

リンで し 、発 害 ・ の グ ー 団 等へのインタ ュー

を に報告する 団 として、 リンの発 害 日本 の会、 リン セ

ンター、 イ 会 リン 、 して リン市に ばか の 理的・

包 的 センター（     

  ）でインタ ューを行  

 に発 害の 国によ て な て る 、 害、 と 個別

の で ら る 日本 アメリ で 包括して発 害と が一 的にな て

る イ で と で ら る とが  

団 として ・発 害の を の での 報交 ー活

動が る活動 で る 報告 アメリ で 同 の 団 へのインタ ューを

行 が、アメリ の 団 を て と が 、 ー活動が

活発で るのに し、 リンでインタ ューし 諸団 報交 に を

て 、日本で 同 が 発 害 が「生 ら 」環境で るのに し、

イ で ばアス ー 個 の一環と ら る が 害 と レッ

を ら る とに が 、 の一 で 害 な と ー スを ら

な と ジレンマ 日本と同 で る  

に問題を んで ると思 の で る 害として な 、 る

に発 害に関する がな に、 めに 、 から を

する とすら るとの とで る 、 で 包 的 への 行が進 なかで、

に 別 が る が 、 別 へのニーズを の
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（シュタイナー 等）に して る 別 で 害の度合 の が

るよ にな 、 に て ー になるよ な生 が生 に な て る

と 問題 る 別 の問題 、インタ ューし の 団 で

が ら て 、 の に て 大 、アス ーの が

の能 を活かし 用をする と ら て るが、一 に し

で な  

、 のよ な のなかで リン市の 関で る イン

ーシ を する とを 的とし、 での な問題、生 が る問題

への 、 の 、 の 等を行 て る 別 の とのセットで

るが、同 に が て る と 、 への 行の 、と 問題に 、ジ

センターと し して る  
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